





























































































































































































































































































































































































薩長の動き .薩長の雄藩は、壊夷 ¥h &
薩摩藩 実行 を掲 げ 、 「天 先 生













































学習事項 生徒の活動 指導上の留意点 資料
蝣s .前時の復習
.当時の世情の整理










に あっ た信 念 を理 解 させ
る0
薩長の動き 薩摩 .長州の雄藩同 .当時の情勢 を抑えてお く 政 理
1866年薩長同盟 士の同盟0 これによ ことで、歴史 の流れ を生徒 鶴
第二次長州征伐 り、討幕へ と一気に に理解 させ る0それ ととも ll .
幕府,朝廷の動き 加速す ることを理解 に、 ものごとには原 因が あ 13




.類型 の 中の どれ に、
谷三 山の思 想 が入 る
か検討す る0


























.谷三山が どの ような想 い
を持って、嬢夷論 を展開 し
たのか を念頭 に置いて、検
討 させ る0 また、各 自どの
よ うな経緯 で行 き着いたか
も考えさせる0
思想家との比較
.谷 三山の独 自性 を明
.谷三 山の独 自性 は農民救
済にあったこ とを念頭に、















































































































































































































































































































































































































飾ス。 或ハ訳者ノ真ヲ失フコトヲソシル。 故ニコレヲ読ムモノツネニ信疑参半ス。 今宮
二局ヲ設ケテ翻訳セシメラレ、ソノ精密ヲ極メタリトモ、ナホカカル言ヲイヒテ人ヲ惑ス
モノアルマジキニアラズこ故二書成ノ初ハマヅ活字板ニテ行ヒ、日ヲ限り賞ヲ懸テ翻訳ノ
誤ヲ正スモノヲツノリモトメ、正ストコロ多クシテ皆是ナルモノハ禄ヲ給シテ官医二比ス
べシ0
其余各差アリ。 タトヒイフトコロ皆非ナリトモ、ナホ薄賞ヲ与-テ、ソノ告ズシテ
私二議スル罪ヲ厳ニスべシ。 カクノ如クスレバ医ノ方ハイフニ及ハズ、志アルモノ人々西
洋ノ事跡ヲ詳ニシテ、ソノ実情ヲ悉スルコトヲ得。 コレソノ益タルコ上勝ティフベカラズ。
亜美理駕之上音を一覧致侯虞、共が旨狂慢無体、誠二蒙古以来会而無之事と覚え、万々御
許容被遊間敷哉と奉存候O早速腹心之者共召寄示談二及侯所、何れ用意之様申候o就中吉
村信之介と申者退而私議一巻を相認可呈様申候O然虞草稿未半. 病に嬰り引龍罷在候. 彼が
趣意を承り候に頗愚意に符号之虎も有之、何分直言を御求被遊候時節故、万一洞滴之益に
も可相成欠と存、相待侯得共病気長引侯に付、漸く前日草稿仕侯三箇条を清書し、靖海勿
言と題し候。誠に田舎之一畳兄を以て相認候ものにて、連も入尊覧候程之物に而ハ無御座
候得共、勿堯之言聖人不捨と承候故、乍恐附上仕候。
以上
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九月二十七日
谷三山年譜
1802(享和2)年
1812(.文化9)年
1815(文化12)年
1823(文政6)年
1824(文政7)年
1825(.
文政8)年
1829(文政12)午
1832(天保3 )午
1834(天保5)年
1835(天保6)年
1837(天保8)年
1840(天保11)午
大 八木に生まれる。 父重之・母ちや(現在八木町三丁目6番地の9)
耳目を患いほとんど聾となる。 《このとき三山11歳)
この前後に全聾となる。
『淡庵管見』起稿。
『淡庵管見』終了。
書籍購入のため大坂-0 吉村抑事が入門。
初夏兄厚事と携えて京都に上り諸学者歴訪する。 《28歳》
猪飼敬所と筆談O
頼山陽致Oこの後山陽の息子支峯により、三山-『陶鋳高古』の源印が
贈られた。
9月猪飼敬所来訪四日間筆談。 《33歳)
病のため廃業
夏病が完治。 この頃から読書を再開。
8月『興譲館塾的』制定。 《39歳》
『勤倹を尚ぶ騎著を戒むべきこと』の稿成る
1844(弘化元)年正月高取藩主家教に篤学を賞せられ永代三人扶持名字帯刀を許され、
士籍に列せられる。
1845(弘化2)年森田節斎の依頼により、篠崎小竹、江木鱒水に与える書を批正す。
1847(弘化4)年4月森田節斎と筆談三日三夜。 【愛静館筆語】
1848(寡永元)年4月28日父楽軒頻83。
5月藩主家教病気のため退隠し、弟家貴藩主となる。
8月森田節斎と筆談。 9月節斎が今井町に滞在し、筆談せり。
11月藩主に上書す。
1849(嘉永2)年正月加俸4月17日母ちや残82。 《48歳》
著しく健康を害し視力を失う。
1852(嘉永5)年『海外異伝商_』を著す。
1853(嘉永6)年5月20日吉田松陰来訪0
7月17日12代藩主家輿逝去、家保が13代藩主となる。 兄厚亭投57。
9月『靖海勿言』脱稿10月松浦武四郎来訪。
1862(文久2)年6月養子万之介投10。 (61歳》
冬高取に登城『壌夷三策』を献言Oこのときほとんど失明となる0
1863(文久3)年5月『尊皇懐夷論策』藩主に上書。 御盃拝領。
8月天諌組の変起こる。
1864(元治元)年5月天朝に上書。 6月京都所司代に上書。
9月病気日に加わる
1867(慶応3)年12月11日致o《66歳か
出垣内谷家の墓地に葬る。 (現在では八木醍醐墓地)南八木町二丁目7番地
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